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法律上の表示
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サポート

次の HP OpenView の Web サイ ト を参照して ください。

http://www.managementsoftware.hp.com/ 

これらの Web サイ トには、 HP OpenView の提供する製品、 サービス、 サポートについてのお問い合わせ先や詳

細が掲載されています。

HP OpenView のオンラインソフ ト ウェアサポートでは、 お客さまが自己解決できるための方法をご提供してい

ます。 サポートサイ トでは、 お客さまのビジネスの運用に役立つ対話形式の技術サポート ツールに手早く効率的
にアクセスできます。 サポートサイ トでは次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• サポート ケースを登録 / ト ラ ッキングする

• サポート契約を管理する

• HP サポート契約を調べる

• 利用可能なサービスに関する情報を確認する

• 他のソフ ト ウェア利用者とディ スカッシ ョ ンする

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索および登録を行う

サポートの多くでは、 HP Passport へのユーザー登録と ログインが必要です。 多くの場合、 サポート契約も必要

です。

アクセスレベルに関する詳細は、 次の URL で確認してください。

http://www.hp.com/managementsoftware/access_level 

HP Passport ID のご登録は、 次の URL で行ってください。

http://managementsoftware.hp.com/passport-registration.html
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1 概要
Frame Relay Report Pack または ATM Report Pack を実行していて、 Newbridge デバイスから

パフォーマンスデータを収集する場合、 これらのデバイスから収集したデータは先に前処理をし
てから、 OpenView Performance Insight (OVPI) サーバーに送信してさ らに処理する必要があ り

ます。

Newbridge Preprocessor は、 Newbridge MainstreetXpress 46020 によって集められたデータ

のフォーマッ トおよびフ ィルタ リ ングを行います。 フォーマッ トによ り、 OVPI サーバーが読み

取るこ とができるファ イルが生成されます。 フ ィルタ リ ングでは、 データパイプがレポートパッ
クの要求する統計情報を受け取れるよ うにします。 さ らに、 フ ィルタ リ ングによ り、 OVPI のパ

フォーマンスを低下させる大量の不要なデータを除外できます。

本ユーザーガイ ドでは、 Newbridge Preprocessor のインス トール方法、 Newbridge データパイ

プのインス トール方法、 および各 Newbridge データパイプに付属の設定ファイルの編集方法に

ついて説明します。 設定ファイルの編集は任意です。 デフォルト をそのまま採用なさるこ とを強
くお勧めします。

ネッ トワークから OVPI へのパフォーマンスデータの移動

OVPI レポートで表示されるパフォーマンスデータは、 レポートパッ クに関連付けられたベース

テーブルに入っています。 以降の手順では、 このデータをネッ ト ワークの Newbridge デバイス

からレポートパッ クのベーステーブルに移動する方法について説明します。

1 MainStreetXpress 46020 Network Manager は、 Newbridge デバイスおよび Newbridge 以

外のデバイスから統計データを収集し、 バイナリデータファ イルを生成します。

2 ST_formatter ユーティ リ ティは、 これらのバイナリデータファ イルをアンパッ ク して復号

化し、 フォーマッ ト されたファ イルを生成します。

3 Newbridge Preprocessor は、 以下のタスクを実行します。

• ST_formatter ユーティ リ ティからの出力をフ ィルタ リ ング

• ST_formatter ユーティ リ ティからの出力の割り当て

• プロ ト コル固有のデータパイプへのデータの割り当て

• OVPI に適した ASCII CSV ファ イルへのデータの再フォーマッ ト

• ASCII CSV ファ イルを読み取り、 データパイプのフ ィーダーテーブルを生成するよ う

OVPI に指示

データパイプ フ ィーダーテーブルが生成される と、 OVPI はそのデータを使用してレポートパッ

クベーステーブルを生成できます。
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ユーザーの作業

Newbridge Preprocessor は別個のパッケージですが、 最低 1 つの Newbridge データパイプがイ

ンス トールされていなければ動作できません。 以下のタスクを実行して ください。

• Newbridge Preprocessor をインス トールする。

• Newbridge Preprocessor が正常にインス トールされたこ とを確認する。

• プロシージャファ イルがスク リプ ト を正し く呼び出すこ とを確認する。

• 次のレポートパッ クのいずれか ( または両方 ) をインス トールする。

— Frame Relay Report Pack

— ATM Report Pack

• 次のデータパイプのいずれか ( または両方 ) をインス トールする。

— Newbridge Frame Relay Datapipe

— Newbridge ATM Datapipe

• データパイプディ レク ト リから NEWBRIDGE/config ディ レク ト リに設定ファ イルをコピー

する

必要に応じて、 設定ファ イルを変更するこ と もできます。 ファ イルの変更はファ イルの編集に
よって行います。 手順は、 第 4 章 「設定ファイルの編集」 で説明します。 特異なレポート要件が

ない限り、 設定ファ イルの編集は必要あ り ません。

追加情報の入手先

本マニュアルに関連する ドキュ メン トには次のものがあ り ます。

• 『Newbridge Preprocessor 3.0 Release Statement』 ( 英語 ) 

• 『Newbridge Frame Relay Datapipe 4.10 Release Statement』 ( 英語 ) 

• 『Newbridge ATM Datapipe 3.0 Release Statement』 ( 英語 )

• 『Frame Relay Report Pack 4.10 ユーザーガイ ド』 

• 『ATM Report Pack 3.20 ユーザーガイ ド』

• OVPI Report Packs、 CD-ROM リ リース ノート、 2007 年 7 月

OVPI 上で動作するレポート機能についてのユーザーマニュアルは、 次の Web サイ トからダ
ウンロードできます。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/

OVPI のマニュアルは [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と表示されます。 レポート

パッ クおよびデータパイプのユーザーガイ ドは、 [Performance Insight Reporting Solutions] の下

に一覧表示されます。 マニュアルのエン ト リーは、 そのマニュアルが Web に掲載された年およ

び月を示します。 マニュアルが改訂されて再度掲載される と、 日付が変り ます。 改訂されたマ
ニュアルはその都度掲載されるので、 PDF ファ イルと Web 版を比較して、 新しいバージ ョ ンが

掲載されている場合はダウンロード して ください。
8 第 1 章



2 Preprocessor のインストール
本章では、 次の項目について説明します。

• インス トールの前提条件

• Newbridge Preprocessor のインス トール

• Newbridge Preprocessor の削除

環境変数は次のよ うに表記します。 {VARIABLE}

インストールの前提条件

Newbridge Preprocessor は OVPI のバージ ョ ンには依存しません。 以下の前提条件があ り ます。

• Perl 5.x

• ST_formatter ユーティ リ ティ

ATM Report Pack および Frame Relay Report Pack は前提条件ではあ り ません。 どちらのレ

ポートパッ ク も、 Newbridge Preprocessor と同時にインス トールするこ と も、 Newbridge 
Preprocessor をインス トールした後でインス トールするこ と もできます。

ST_formatter ユーティ リテ ィの実行

ST_formatter は MainStreetXpress 46020 Network Manager から取得したバイナリデータを再

フォーマッ ト して、 さまざまなフォーマッ トの ASCII 出力ファ イルを生成します。 以下のよ う

に指定して実行して ください。

ST_formatter -t -s -i -delim comma -field space -date yymd infile outfile

infile は 46020 からのファイルであ り、 outfile は Newbridge Preprocessor に送信する必要があ

るファ イルです。 ファ イルは完全に送信する必要があ り ます。 これらのファ イルが両方と も同じ
ファ イルシステム上にある場合、 ST_formatter の出力ディ レク ト リから Newbridge 
Preprocessor の入力ディ レク ト リにファ イルを移動 ( コピーではなく ) するこ とでアーカイブで

きます。

パッケージの内容

Newbridge Preprocessor には、 以下が含まれています。

• Perl スク リプ ト

• サンプルの設定ファ イル

• Newbridge Preprocessor を制御するプロシージャファ イル (.pro) 
  9



パッケージをインス トールする と、 プロシージャファ イルは scripts ディ レク ト リに配置されま

す。 プロシージャファ イルは Perl スク リプ ト を呼び出します。 インス トール後、 Perl スク リプ

トは bin ディ レク ト リに配置されます。

ディ レク ト リ構造

Newbridge Preprocessor は、 特定のファイルとディ レク ト リが見つからなければ動作できませ

ん。 詳細は、 次の表を参照して ください。

UNIX での Newbridge 環境変数の作成

これらのディ レク ト リのデフォルトの場所は、 {NEWBRIDGE} とい う環境変数に基づいていま

す。 デフォルトの場所を使用するには、 この変数を trendadm ユーザーに対して定義しておく必

要があ り ます。 次の手順を実行します。

1 {DPIPE_HOME}/lib/Cshrc に移動します。

2 次の行を追加します。 setenv NEWBRIDGE <directory>

3 OVPI Timer を再起動します。

デフォルト を採用しない場合は、 .pro ファ イルを編集して、 希望する値を入力する必要があ り

ます。

NT での Newbridge 環境変数の作成

環境変数の値を追加または変更するには、 次の手順に従います。

1 trendadm と してログインし、 [ 設定 ] > [ コン トロール パネル ] の順に選択して [ システム ] を
ダブルク リ ッ ク します。

2 [ 詳細設定 ] タブで、 [ 環境変数 ] をク リ ッ ク し、 [ 新規 ] をク リ ッ ク します。

3 [ 変数名 ] に 「NEWBRIDGE」 と入力し、 [ 変数値 ] に希望するディ レク ト リ を入力します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

ディ レク ト リ 機能 デフォルト

Save 入力データのコピーを保持する {NEWBRIDGE}/save

Config データパイプパッケージに付属の設定ファイ
ルを格納する

{NEWBRIDGE}/config

Out Preprocessor の出力ディ レク ト リ {NEWBRIDGE}/out

In ST_formatter からの出力データの場所 {NEWBRIDGE}/in

Work Preprocessor からの出力を格納する {NEWBRIDGE}/work

trend.log プロセスの開始時刻と終了時刻を記録する {NEWBRIDGE}/tmp/trend.log

Windows 2000 では変更内容がレジス ト リに保存され、 次回コンピュータを起

動する と、 自動的に使用可能になり ます。 この操作を行う前に現在実行中のプ
ログラムを終了し、 再起動して新しい設定を有効にする必要があ り ます。
10 第 2 章



Newbridge Preprocessor のインストール

レポートパッ クの CD から Newbridge Preprocessor を抽出し、 お使いのシステム上の

Packages ディ レク ト リにコピーするには、 次の手順に従います。

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: [ 設定 ] > [ コン ト ロールパネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 レポートパッ クの CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 Windows ではメ イン メニューが

自動的に開き、 UNIX では CD が自動的にマウン ト される場合と されない場合があ り ます。

CD が自動的にマウン ト されない場合は、 CD の最上位ディ レク ト リに移動して ./setup コ

マンドを実行して ください。

4 選択フ ィールドで 1 と入力して OVPI レポートパッ クを選択します。 [Enter] を押します。 イ

ンス トールスク リプ トは進捗バーを表示します。 抽出処理が終わる と、 インス トールスク リ
プ トはパッケージマネージャを起動します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド

ウが開きます。

5 OVPI ユーザー名とパスワードを入力してログインします。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

7 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのインス トールディ レク ト リ をそのまま受け

入れるか、 別のディ レク ト リ を選択します。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。

9 [ レポートの配布 ] のデフォルト を無効にし、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名とポートのデフォ

ルト を受け入れます。 ( レポート を伴うパッケージもインス トールしている場合は、 Deploy 
Reports のデフォルト をそのまま採用して ください。 )

10 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

11 次の項目の横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。
Newbridge Preprocessor 3.00

12 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 パッケージのインス

トール直後に [ タイプの検出 ] を実行するには、 デフォルトのままにします。

13 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

14 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 イン

ス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージが表示されます。

15 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

16 OVPI Timer を再起動します。

Windows NT: [ 設定 ] > [ コン ト ロール パネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Solaris: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
Preprocessor のインストール 11



正しいインストールのテスト

Newbridge Preprocessor が正し く インス トールされているこ とを確認するには、

DPIPE_HOME ディ レク ト リでコマンドプロンプ ト を起動し、 次のコマンドを入力します。

perl bin/newbridge_preprocessor.pl -h

Newbridge Preprocessor が正し く インス トールされていれば、 ヘルプウ ィンド ウが表示されま

す。

.Pro ファイルのテスト

プロシージャファ イルがスク リプ ト を正常に呼び出すこ とをテス トするには、 次の手順に従いま
す。

1 ソースディ レク ト リにファ イルが入っていないこ とを確認します。

2 DPIPE_HOME ディ レク ト リのコマンドプロンプ トから次のコマンドを入力します。

trend_proc -f scripts/NewbridgePreprocessor.pro

3 Trend ログに移動して、 ログのエン ト リに、 スク リプ トの開始および停止が示されているか

ど うかを確認します。

出力ディ レク ト リ

Newbridge Preprocessor をインス トールする と、 Newbridge データパイプの SourceDirectory
と して機能する出力ディ レク ト リが作成されます。 パスは次のとおりです。

{DPIPE_HOME}/data/ImportData/Newbridge

出力ディ レク ト リの場所は固定されています。 この値は変更しないでください。

パッケージの削除

Newbridge Preprocessor をアンインス トールするには、 次の手順に従います。

1 OVPI Timer プロセスを停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

2 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

4 [ アンインストール ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィ ンド ウが開くので、

[Newbridge Preprocessor] を選択します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

6 [ アンインストール ] をクリ ックします。 [ 進捗状況 ] ウ ィ ンド ウが開き、 削除が開始されます。

7 パッケージ削除完了メ ッセージが表示されたら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

8 OVPI Timer を再起動します。
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3 Newbridge データパイプのインストール
本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なインス トールのためのガイ ド ラ イン

• Source 指令と Disposition 指令

• Newbridge データパイプのインス トール

円滑なインストールのためのガイド ライン

以下のデータパイプは、 2007 年 4 月のレポートパッ ク CD に収録されている Newbridge 
Preprocessor によって配布されます。

• Newbridge Frame Relay Datapipe 4.1

• Newbridge ATM Datapipe 3.0

CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入し、 指示手順に従ってパッケージを CD からお使いのシステム

の Packages ディ レク ト リに抽出して ください。 抽出が終わる と、 OVPI を起動してパッケージ

マネージャを開始するよ うに指示されます。

パッケージの内容

Newbridge データパイプパッケージの内容は次のとおりです。

• テーブルおよびファ イルフォーマッ ト を定義する TEEL ファ イル

• ee_collect および trendmapper への呼び出しを制御するプロシージャファ イル (.pro)

• 主要なデータを書式化する rex ファ イル

• データをレポートパッ クに入れるローテーシ ョ ンファ イル

• Newbridge Preprocessor 用の設定ファ イル

データパイプをインス トールする と、 特定のファイルが再配置されます。

• ee_collect および trendmapper への呼び出しを制御するプロシージャファ イルは scripts
ディ レク ト リに移動します。

• rex ファ イルは bin ディ レク ト リに移動します。
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インストールの前提条件

Newbridge データパイプの前提条件は次のとおりです。

• OVPI 5.2 以降

• OVPI 5.2 に提供されているすべてのサービスパッ ク

• Newbridge Preprocessor 3.0

• 次のレポートパッ クの うち少なく と も 1 つ

— Frame Relay Report Pack

— ATM Report Pack

Newbridge Preprocessor、 レポートパッ ク (1 つまたは両方 )、 Newbridge データパイプ (1 つま

たは両方 ) は、 同時にインス トールできます。

分散環境

OVPI システムが分散システムの場合、 インス トールプロセスはよ り複雑です。 Newbridge デー

タパイプはポーリ ングを実行するすべてのサーバーにインス トールする必要があ り ます。 通常
は、 分散環境の中央サーバーではポーリ ングは行いません。

入力ファイル名

Newbridge Preprocessor は ee_collect に適した ASCII CSV ファ イルを作成します。 ファ イル名

は、 元のスイ ッチファ イル名と、 設定ファイルでそのク ラスに割り当てられている Newbridge
のク ラス番号またはク ラス名のどちらかを使用しています。 番号またはク ラスの後ろの文字列
は、 raw ( カウン ト ) データであるか rate ( デルタ ) データであるかを表しています。

ATM データパイプ用に生成された出力ファイル名の例を以下に示します。

• filename.2.count はク ラス番号を使用しており、 ATM PVC raw データを含んでいます。

• filename.atm_pvc.count はク ラス名を使用しており、 ATM PVC raw データを含んでいま

す。

• filename.6.delta はク ラス番号を使用しており、 ATM Port rate データを含んでいます。

• filename.atm_port.count はク ラス名を使用しており、 ATM Port rate データを含んでいま

す。

接尾辞は Newbridge Preprocessor 設定ファ イルの CLASSNAME 指令から由来しています。

Source 指令と Disposition 指令

TEEL ファ イルはテーブルのフォーマッ ト を定義し、 指令も含んでいます。 指令にはプラ ッ ト

フォームに固有なものと、 カスタマまたはサイ トに固有なものとがあ り ます。 その指令がプラ ッ
ト フォーム、 カスタマ、 またはサイ トのどれに固有なものであるかは、 ファ イル自身に示されま
す。
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SourceDirectory

SourceDirectory の指令は、 Newbridge Preprocessor の出力ディ レク ト リへのパスを示します。

SourceDirectory は次のとおりです。

{DPIPE_HOME}/data/ImportData/Newbridge_Preprocessor

Newbridge Preprocessor の出力ディ レク ト リは固定されており、 データパイプのインス トール

直後に SourceDirectory のパスを変更する必要はあ り ません。

SourceDisposition

SourceDisposition の指令は、 ee_collect がファ イルの収集後にそれらのファイルで何を行うか、

およびそれらのファ イルの配置先を示します。 デフォルトの SourceDisposition は次のとおりで

す。

{NEWBRIDGE}/eecollected

配置を変更する場合、 または同じ配置を使用するがインス トール先ディ レク ト リ を変更する場合
は、 データパイプのインス トール直後に SourceDisposition 指令を変更します。

Preprocessor 用の設定ファイル

各データパイプパッケージには、 Newbridge Preprocessor 用の複数の設定ファ イルが含まれて

います。 これらの設定ファ イルは、 データパイプのインス トール直後にインス トールディ レク ト
リからプ リプロセッサの設定ディ レク ト リにコピーする必要があ り ます。 デフォルトの設定ディ
レク ト リは、 NEWBRIDGE 環境変数を使って定義されます。

Newbridge データパイプのインストール

タスク 1 ～ 4 に従って、 Newbridge データパイプをインス トールします。

タスク 1: パッケージマネージャを使用してデータパイプを選択してインス トールする

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は root でログインします。

2 OVPI Timer を停止させ、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: [ 設定 ] > [ コン ト ロールパネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 Performance Insight を起動し、 [ 管理コンソール ] を選択します。

4 [ ツール ] > [ パッケージマネージャ ] の順に選択します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ]
ウ ィ ンド ウが開きます。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

6 画面の指示に従います。

• プロンプ トが出たら、 OVPI ユーザー名とパスワードを入力します。
Newbridge データパイプのインストール 15



• Deploy Reports のデフォルト を採用するかキャンセルするかをたずねられたら、 レポー

ト を含むパッケージもインス トールしている場合は、 デフォルト を採用し、 そ うでない
場合はデフォルト を無効にして ください。

• [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが表示されるので、 次のデータパイプのいずれかまたは

両方を選択します。

— Newbridge Frame Relay Datapipe 4.1

— Newbridge ATM Datapipe 3.0

インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージが表示されます。

7 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

タスク  2: 必要に応じて TEEL ファイルを変更する ( デフォルトが適している場合はこのタスク

は省略 )

1 TEEL ファ イルの SourceDirectory 指令を確認します。 これらのファ イルはデフォルトの

SourceDirectory を示しています。

{NEWBRIDGE}/out

2 Newbridge Preprocessor でデフォルトのディ レク ト リ を使用しない場合は、

SourceDirectory パスを変更します。 SourceDirectory 指令を変更する場合は、 ディ レク ト

リだけを変更し、 ファ イル自体のパターンマッチ ( たとえば、 *.atm_port*) は変更しないで

ください。 データパイプにはパターンマッチが必要です。

3 SourceDirectory で {NEWBRIDGE} 環境変数を使用する場合は、 trendadm ユーザーに対し

て正し く設定されているこ とを確認して ください。

4 SourceDisposition のデフォルトの指令を使用しない場合は、 適切な TEEL ファ イルを開き、

該当する指令を変更します。

5 SourceDisposition で {NEWBRIDGE} 環境変数を使用する場合は、 trendadm ユーザーに対

して正し く設定されているこ とを確認して ください。

タスク  3: 設定ファイルを適切な設定ディ レク ト リにコピーする

1 インス トールディ レク ト リの場所を指定します。 命名規則は次のとおりです。

{DPIPE_HOME}/packages/datapipe directory/datapipe.ap

2 設定ファイルの場所を指定します。 命名規則は newbridge.* です。

3 設定ファイルを {NEWBRIDGE}/configディ レク ト リにコピーします。 Windows システム

に Newbridge Frame Relay Datapipe をインス トールしている場合は、 次の場所からファ イ

ルをコピーします。

%DPIPE_HOME%\packages\Newbridge_FR_Datapipe\Newbridge_FR_Datapipe.ap\newbridge.*

コピー先

%NEWBRIDGE%\config

タスク  4: OVPI Timer を再起動する

Windows: [ 設定 ] > [ コン トロール パネル ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
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4 設定ファイルの編集
各 Newbridge Datapipe に付属している設定ファ イルは、 Newbridge Preprocessor が出力する

統計情報の種類を決定します。 これらのファ イルの編集はお勧めしません。 ファ イルを編集して
Newbridge Preprocessor によるフ ィルタ リ ングの実行方法を変えるこ とができますが、 これら

のファ イルを編集するこ とはお勧めしません。

データパイプに付属の設定ファ イルが設定ディ レク ト リに配置されないと、 データパイプは正常
に動作しません。 このディ レク ト リへのパスの詳細は、 10 ページの 「ディ レク ト リ構造」 を参

照して ください。

カスタマイズしたデータパイプをインス トールしている場合は、 設定ファ イルもカスタマイズす
る必要があ り ます。

設定ファイルのフォーマッ ト

設定ファイルは ASCII テキス ト ファ イルです。 設定ファ イルの名前は、 当該の Newbridge ク ラ

スによって決ま り ます。 たとえば、 フレーム リ レーインタフェースの統計情報は newbridge.3

とい う ファ イルに定義されます。

設定ファイルのどの行にもコ メン ト を入れるこ とができます。 コ メン トの始ま りは、 シャープ記
号 (#) によって表されます。 統計情報が必須であるこ とを示すには、 その Newbridge 識別番号

を行に入力します。 各行に 1 つの統計番号のみを入力して ください。

CLASSNAME=<name> がサポート されています。 この指令が設定ファイルで検出される と、 ク

ラス番号の代わりに < 名前 > を使用して出力ファイルが識別されます。 使用可能な統計情報お

よびその番号付けに関する詳細は、 Newbridge から提供されるマニュアルを参照して ください。

次のページに設定ファイルのサンプルを示します。

設定ファイルのサンプル

#############################################################

#  Version @(#) newbridge.1 /main/2 mcameron Fri Mar 30 15:15:30 2004 @(#)

#  Solutions Engineering Group

#  Copyright 2004, Hewlett-Packard Development Company, L.P.

#  Package: Newbridge FrameRelay

############################################################

# Each line contains a stat number within the stat class

# OR

# contains a label=value pair.

# Currently the only supported label is CLASSNAME
  17



# the value for CLASSNAME will be used for the suffix of the output file

# if there is no CLASSNAME defined then the numeric stat class will be

# used.

CLASSNAME=fr_pvc

1# Rx Bytes (36120/36170)

2# Tx Bytes (36120/36170)

3# Rx Frames (36120/36170)

4# Tx Frames (36120/36170)

31# Rx Discards DE set (36120/36170)

32# Tx Discards DE set (36120/36170)

33# Rx Discards DE clear (36120/36170)

34# Tx Discards DE clear (36120/36170)

75# Rx frames DE bit set (36120/36170)

76# Tx frames DE bit set (36120/36170)

233# Rx Discards (36170)

319# Tx frames FECN set (36120/36170)

320# Tx frames BECN set (36120/36170)

619# Rx frames FECN set (36120/36170)

620# Rx frames BECN set (36120/36170)

1085# Tx Bytes DE set 1 (36170)

1301# Rx Bytes DE set 1 (36170)
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